
協
働
の
２
本
柱

　

協
働
推
進
計
画
で
は

「
協
働
の
担
い
手
づ
く
り
」

と
「
協
働
で
き
る
環
境
づ

く
り
」
の
２
つ
の
大
き
な

柱
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
に
よ
る
非
営
利
か

つ
公
益
的
な
活
動
は
、

様
々
な
主
体
が
展
開
し
て

い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
だ
け
で
は

な
く
、
自
治
会
を
中
心
と

し
た
い
わ
ゆ
る
「
地
縁
組

織
」
で
も
数
多
く
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
３

つ
の
主
体
を
市
民
側
の
協

働
の
主
な
担
い
手
と
仮

定
。地
域
課
題
を
把
握
し
、

行
政
と
の
協
働
に
よ
り
解

決
に
導
く
こ
と
を
目
指
す

「
協
働
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
和
歌
山
市
行

政
内
部
で
も
「
協
働
推
進

職
員
制
度
」
の
充
実
な
ど

を
通
じ
て
、
住
民
等
と
の

連
携
・
協
働
が
よ
り
進
み
、

高
い
効
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
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みんなでつくる情報板

わかやまイベントボード
●救命講習「普通救命講習Ⅰ」
　いざというときのために AED
の使用方法等、救命に必要な知
識を学んでおきませんか。
日時　6月 24 日（日）
　　　9:00 ～ 12:00
場所　和歌山市消防局 3 階多目
的ホール
参加費　無料（申込み必要）
問い合わせ・申込み　和歌山市
内の各消防署もしくは和歌山市
警防課（073-428-0119）
備考　救命講習は今後も引き続
き開催。上級編もありますので、
詳細はお問い合わせください。

●和歌山市吹奏楽団第 88 回定
期演奏会
　和歌山市吹奏楽団の春の定期
演奏会です。
日時　6月 24 日（日）14:00 ～
場所　和歌山市民会館大ホール
参加費　無料
問い合わせ　和歌山市役所文化
振興課（073-435-1194）
備考　和歌山市民文化まつりの
一環として開催。

●女性のための行政なんでも相
談所
　総務大臣に委嘱された行政相
談委員が、セクハラ、DV、登記、
年金などに関する相談を受け付

けます。秘密厳守。
日時　6月 26 日（火）
　　　13:30 ～ 16:00
場所　和歌山市男女共生推進セ
ンター（あいあいセンター）6
階和室
参加費　無料（申込みも不要）
問い合わせ　総務省・和歌山行
政監視行政相談センター（073-
431-8221）

●男女共同参画週間特別公開セ
ミナー「女性が活躍できる社会
－行動経済学で考える」
　職場の男女間格差の現状を踏
まえ、その解消策となる柔軟な
働き方などについて取り上げま
す。
日時　6月 28 日（木）
　　　19:00 ～ 20:30
場所　和歌山ビッグ愛 1 階大
ホール
講師　大竹文雄さん（大阪大学
教授）
定員　150 人（申込み必要）
参加費　無料
申し込み・問い合わせ　和歌山
県男女共同参画センター “りぃ
ぶる”（073-435-5245）
備考　一時保育・手話通訳・要
約筆記を希望される場合は 6 月
19 日までにお知らせください。

和歌山を創る新聞

かつくわ隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起

このほかの情報もたくさん掲載！
「わかやまイベントボード」 

URL http://eventboard.shiminjuku.jp/

　2017 年に連載しました、SDGs「国連・持続可
能な開発目標を知ろう」の連載記事をバックナン
バー集としてまとめました。各種教材としてご活
用下さい。
　「わかつく」バックナンバー掲載ページ http://w
ww.wnc.jp/wakatsuku/ から PDF で入手できます。

に
あ
る
考
え
方
で
す
。

行
政
の
意
識
は

変
わ
り
つ
つ
あ
る

　

和
歌
山
市
で
は
毎
年

「
協
働
」
に
関
す
る
職
員

研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
各
部
局
に
「
協

働
推
進
職
員
」
を
配
置
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と

約
６
割
の
職
員
は
「
協
働
」

と
い
う
言
葉
を
一
定
程
度

以
上
理
解
し
て
い
る
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
和
歌
山
市
が
長

年
取
り
組
ん
で
き
た
公
募

型
の
補
助
事
業
「
わ
か
や

ま
の
底
力
・
市
民
企
画
提

案
事
業
」
に
お
い
て
も
、

採
択
さ
れ
た
団
体
の
事
業

は
必
ず
市
役
所
の
担
当
課

と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
行
政
と
市
民
側
が
連

携
す
る
機
会
づ
く
り
も
地

道
に
続
け
ら
れ
て
お
り
、

今
で
は
民
間
と
連
携
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
様
々

な
事
業
が
多
数
生
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
の
実
現
に

　

和
歌
山
市
は
、
昨
年
３

月
に
発
表
し
た
和
歌
山
市

の
最
上
位
計
画
で
あ
る

「
第
５
次
和
歌
山
市
長
期

総
合
計
画
」
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
し

て
「
住
み
た
い
と
選
ば
れ

る
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」「
誰
も
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
」
な
ど
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ま

ち
づ
く
り
は
、
い
く
ら
行

政
だ
け
が
頑
張
っ
て
も
十

分
で
は
な
く
、
市
民
と
行

政
が
一
丸
に
な
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
民
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
を
含
む
市
民
活
動
団

体
、
行
政
等
の
そ
れ
ぞ
れ

が
「
み
ん
な
で
育
つ
、
育

ち
会
え
る
力
」
を
持
ち
、

総
力
を
あ
げ
て
「
ま
ち
」

の
運
営
に
携
わ
る
必
要
性

を
共
有
し
行
動
す
る
こ
と

で
、
未
来
の
展
望
を
開
こ

う
と
い
う
の
が
「
第
３
次

協
働
推
進
計
画
」
の
基
本

「つながり力」で育ち合う和歌山市～協働アドバイザー募集～
りょく

　最近の行政機関は、NPO やボランティア団体等の市民活動団体のほか、民間企業等とも積極的な連携・協働を掲げるようになっており、和歌山県内
でも多くの自治体の総合計画等で、行政と民間の「協働」が謳われています。和歌山市では 2009 年に「協働推進計画」を策定したほか、昨年 3 月に
策定された「第 5次和歌山市長期総合計画」にも「協働」の文字がみられます。そんな協働を進めるためにアドバイザーを募集することになりました。

　

ま
た
、
和
歌
山
市
内
で

は
様
々
な
公
益
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
行

政
と
の
信
頼
関
係
に
基
づ

き
継
続
的
に
連
携
・
協
働

が
な
さ
れ
て
い
る
事
業
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
人
口
減
少
が
見
込

ま
れ
る
な
か
で
、
よ
り
若

い
世
代
の
担
い
手
づ
く
り

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
実
は
行
政

と
民
間
の
協
働
と
な
っ
て

い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ

れ
に
気
づ
い
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
知
ら
な
い
間
に

「
協
働
」
の
枠
組
み
が
で

き
あ
が
っ
て
い
た
と
い
う

事
例
も
あ
り
、
こ
う
し
た

み
な
さ
ん
に
「
協
働
」
の

認
識
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
和
歌
山
市
が
準
備
し

て
い
る
様
々
な
ツ
ー
ル
を

利
用
す
る
こ
と
で
よ
り
効

果
を
高
め
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
環

境
づ
く
り
も
必
要
と
み
ら

れ
ま
す
。

行
政
に
も
市
民
に
も

「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
！

　

現
在
和
歌
山
市
で
は
行

政
内
部
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
な
か

か
ら
も
「
協
働
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
と
し
て
活
躍
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
市
民
側
か
ら
み
る

と
、
地
域
に
あ
る
様
々
な

課
題
を
、
単
に
行
政
に
陳

情
・
要
請
を
し
て
解
決
を

図
る
の
で
は
な
く
、市
民
・

地
域
と
し
て
の
役
割
、
行

政
の
役
割
を
整
理
し
、
市

民
と
行
政
が
お
互
い
に
手

を
取
り
合
っ
て
課
題
解
決

を
図
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
わ
か
つ

く
」
で
も
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
高
度
成
長
期
に

整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
や

イ
ン
フ
ラ
が
一
斉
に
老
朽

化
し
始
め
る
な
ど
、
現
有

の
公
共
施
設
の
維
持
・
管

理
自
体
が
大
き
な
課
題
と

な
る
恐
れ
が
あ
る
ほ
か
、

人
口
減
少
や
高
齢
者
の
一

人
暮
ら
し
の
急
増
、
社
会

保
障
施
策
の
改
変
な
ど
、

地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
幅
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。「
行
政
に
お
ん
ぶ

に
だ
っ
こ
」
で
は
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
是
非
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。　
　
　
（
志
場
久
起
）

　和歌浦の干潟は、関西でもっとも
広い干潟といわれています。とても
めずらしい生物がたくさん暮らして
いる、貴重な環境です。実はこの干
潟は、500 年以上前の大洪水や大津
波によってつくられたといわれてい
ます。いまわたしたちが貴重な生き
ものをたくさん観察できるのは、昔の大きな災害によって地形が変わった
ことも原因のひとつなのです。
　今回は、貴重な生物を観察したあと、わたしたちの生活と生きものが暮
らす環境、そして災害について学びます。

◆開催日　7 月 14日（土）10:00 ～ 16:00（荒天中止）
◆集　合　和歌浦干潟（観海閣付近）
◆参加費　無料ですが、昼食は各自ご準備ください。
　　　　　本事業専用駐車場はございませんので近隣の有料駐車場をご利用下さ
　　　　　い。アートキューブの駐車場は午後のみご利用いただけます。
　　　　　小学生以下のお子さんは保護者の方と一緒にご参加下さい。大人のみ
　　　　　の参加も可能です。

地域フォーラム

S D
G を知ろう　バックナンバー集

国連・持続可能な開発目標
s

協働アドバイザー養成講座（全３回）
●日程　6月28日（木） 、7月 26日（木） 、8月 23日（木）
のいずれも 14 時～ 16 時
●対象　和歌山市民で地域活動に携わり、原則全日程
参加できる方
●場所　和歌山市 NPO・ボランティアサロン会議室
（フォルテワジマ 6階）
●内容　地域における協働について 3 回にわたる講座
を受講後、「協働アドバイザー」として、地域に密着
した活動や協働の情報を集める活動をしていただきま
す。謝礼はありません。
●締切日　6月 21 日（木）　●参加費　無料
●持ち物　筆記用具
●申し込み　和歌山市市民協働推進課（073-402-1213）
●備考　金曜・祝祭日は休館日です

※第 3 次 和
歌山市協働推
進計画掲載の
概念図を加工

公益活動をおこなう民間団体
　NPO 法人・ボランティア団
体・自治会・その他公益活動
団体
　一般・公益社団法人、一般・
公益財団法人、社会福祉法人、
農業協同組合等の各種組合、
医療法人など

①市民公益活動への参加の
きっかけづくり
②市民公益活動への支援
（ソフト・ハード面）

①協働に関する情報発信・
情報共有の強化
②協働に関する総合窓口の
整備
③行政内部に協働推進体制
を確立

民間企業・事業者

行 政 機 関

協働の主体

成果や課題をフィードバック

協働アドバイザーは各主体のなかで、協働の実例や、協働につ

ながりそうな事例、様々な地域活動等の情報収集を実施

協働推進計画の策定
（3年毎に見直し）

協働の担い手づくり

協働できる環境づくり

和歌山市協働推進委員会

ケン先生と行く！

和歌の浦自然体験ツアー

参加者募集のご案内

◆内　容
　午　前　和歌浦干潟で生きもの観察
　　　　　和歌浦干潟には「ハクセンシオマネキ」や「トビハゼ」など珍しい生きものが
　　　　　たくさん！探してみましょう。
　午　後　和歌の浦アートキューブでワークショップ
　　　　　貝殻など自然にあるものを使った工作、新聞紙スリッパづくりなど大きな災害
　　　　　が起こった時に役に立つ工作、地震体験など、自然と災害について学びます。
　14 日雨天時は午前中のプログラムを 7 月 15 日同時刻に延期し、14 日
13時から、和歌の浦アートキューブでのワークショップを開催します。
◆お申込み
　ウェブサイトからお申し込みください　http://savejapan-pj.net/
　※「SAVE JAPAN プロジェクト」で検索ください。 「イベントを探す」→「関西」→「和歌山県」から
　　申し込みページへリンクしています。必要事項を記載の上、お申し込みください。
　※ いただいた個人情報は傷害保険付与と本事業に関する諸連絡等の用途にのみ用います。

◆SAVE JAPAN プロジェクトとは
　「SAVE JAPAN プロジェクト」とは全国各地の「いきものが住みやすい環境づくり」を行うプロジェクト。
　環境 NPO や NPO 支援センター、日本 NPO センター、損保ジャパン日本興亜が協働で、市民参加型の
体験イベントを開催します。イベントのご案内や、開催報告などをサイト（http://savejapan-pj.net/）に
掲載していますので、ぜひご覧ください。
　本プロジェクトは損保ジャパン日本興亜からのご寄付で実施しています。自動車保険等のお客さまに、
ご契約時「Web 証券」や「Web 約款」を選択いただいた場合や、自動車事故の修理時にリサイクル部品
などを活用いただくことにより、環境NPOなどへ寄付を行うものです。

◆主催
　わかやまNPOセンター、特定非営利活動法人人と自然とまちづくりと
　お問い合わせはわかやまNPOセンター（info@wnc.jp）までお願いします。


